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第17回新潟総合病院精神医学研究会 題は､|え均15．8±4．2であった. Coml)osilcscol℃

をizillllする|kl子としてBPRS得点が検,'llされた

(β=-0.25, p<0.()5). BACS-J各ド位検介に

ついては， 高i譜性I肥悩,抑題は樅忠期|H1 （β＝-

0.27, ノ)＜().05)， トークン巡肋課題はBPRS僻点

(β＝一().23, p<().()5),激字順'l糾1題は教ff年

激（ jツー().23, p＜().05)，符号課題は教f,：年数

(,ツー().3()， p＜0.01） 及び年齢（β=-0.28,

p<().()5), ロンドン塒I柵魑は教育年敬（β＝

0.33, ﾉ)＜().()1）及び年齢（β=-().24,p<().05)

が1多測lkl l'･として検出された．言語流申ﾙ性に彩禅

を及ぼす|臨床的特性はなかった．

【結柵本研究の結果から統合尖i淵症の認知機

能は,lihl!瓶椛状及び樅忠IUI IIIIに影稗されている

ことが,kされ，火臨床ではこうした特性を親世し

つつ泌知機能評illiを行うべきと琴えられた．

日時 平成27年21 121H(l:)

午後3時より

ホテル|｣航新潟4F朱燃会場

I.－般演題

l 統合失調症患者の認知機能に関連する臨床的

特性

剛塚拓郎・鈴木雄太郎・安部弘j亀

染矢俊幸

新潟大学IXII1学総合病院ド,'ihl'科

【目的】統合失調症で認知機能が広汎に陣'ilfさ

れることは以前から知られ，認知機能陣'iifと社会

生活との|腱I係について近fl1注IzIが集まっている．

先行研究では統合尖謝り,iiのいくつかの'臨床的特

性が悠荷の認知機能と関述することがノパされて

いる．本研究は当施設人院!|!の統合失調椛忠行の

臨床的特性と認卿I機能との|腱I連を分析した．

【方法】 2010年10月から2013年1211のllll, 、％

施設入院し症状改善した段階で統合尖i淵椛,湖)<l l

機能簡易評illi尺度日本語版（以~I､.BACS-J)を

施行した統合失調症悠者80名（男性34名，女性

46名）のカルテを調査した． ｜臨床的特性として

年齢，発病年齢，罹患期|H|,"f『年数，抗*,'i神ﾙ>j

薬服川lit (クロルプロマジン換榊，簡易ﾈ,'i神ﾘir

状評価尺庇（以下BPRS)がBACS-JのComl)()S-

itescore及び各「位検衡得点に』j､える影稗を!nl'll

帰分析で検討した．

【結果】対象の年齢は平均34±13歳，発病年

齢は平均22．7±9．3歳，椛心IUlllllは平均11.3±9

年，教青年散は､lえ均12.8±2.4fll,抗*,沖|!柄蕊llli

用量は平均684±278mg/day,BPRS得点はWり

26.1±7.3.BACS-Jはcoml)ositescoreが平均-

2.12±1.64,言語性記惚課題は平均36．7±12.7,

数字ll個'l洲幽は平均17.8±5.5, トークン巡肋那

題は平均65．6±17.2,言謡流II!珊性は平均37.8

11.9,符号継題は平均51．5±12.1,ロンドン塔I抑

心理教育後の統合失調症患者における体重変

化に関する検討

緑川 兜・鈴木雄太郎・安部弘r

剛塚拓郎・雛災俊幸

断潟人'､);:|矧11'､)::総合病院 1r,'i神科
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【 l l的】輔211tiW[Wi神卯撫のMll作川である体IIt

jW加は柵尿病及び動脈仙化性心lil狩疾忠発症の危

'晩囚j'･であI)予防法が摸索されている．当施j没で

は体!njW川の|H1題のある統合失調症忠者に人院II!

独I璽1の心j'|!"ffを行い, IINIMWMIIWjに取り糸llん

でいる（安部ら, 2013)．先i]:研究のII!には'L､肌|敬

行が過庇な体躯jW加を抑棚llしたとの報f!iはあるが

"ffの及期的効果を検証した報肯は殆どない．そ

こで我々は心理教育後の想尚の体!E変化をi淵介し

た．

【〃法】対.祭は2006年711から2014年811まで

に>I1科へ入院し心理教f『後，退院した統合尖i淵症

心門で現ｲI;も当院通院'l!であり，体!itillll定を施行

できた』'2均ｲド齢38.5±2．14歳のり)性101',,女'|’|§

11術．人退院時と外来II,W)b()(lymassi''(lex (BMI),

llll液'|;化学検州II'Iを綱frし解析した. 4xliH究は新

潟大学帳学部肺III!"u会でﾉ侭I認を受け他行全例か
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延するため粘神科にコンサル|､された症例．似眠

下痢，尖洲，呂ilt不良などの身体症状をi泌め，炭酸

リチウム6()()Inglﾉ､lllll'l !であったことから， リチウ

ム' ' 11|録われた．血'=|!淡度illll定しLi3.14mE(1/Lと

'|' jlfjj'Rであったため, hli液にてwilsll()lllした. !1!

'|<神経j,樹ﾉ<，心晒IXI)'"i#, ii'i化器1,ii状は経時的に

改i!;し, 1か11後には後遺椛なく退院した．

【考察】 リチウム!|I赤の症状は， ！ | !枢神締症状，

ii'i化器症状，術環器症状, !ffl;厳'jifなど多岐に波る．

本ﾘ!1i例は, rli版の盛Ⅱ薬Iﾉ1111iによってリチウムII'

"を生じ，絲11摂取|水l雌となったことによる脱

水. !汁機能陣,ifの進行により， リチウム'l'ifの虹

なる悪化を州いたと号えられる． リチウム!|1砿の

-1＄防・ 1 ，ﾘﾘ1発兇のためには，そのil''|#を誘発しや

すい蝿klやﾉﾙﾘl症状についてIMliが熟知するとと

もに，忠-行及びその家族に祝Iﾘ'し症状出現時には

速やかに医旅機関受診するよう指導することが大

切である．

ら苫miによる同恵を僻た．

【結果】退院日から外来での体Inillll定Hまでの平

均[l数は1246±187H．忠荷のWりBMIは入院

時26．6±4．3kg/m2．退院時25.4±3.6kg/m2で

有意に減少し (t=3.878,p=0.01),外米辿院時

27.0±5.6kg/m2でｲi意に墹加した(1=-2.360,

p=0.03). !|!性脂肪il血は入退院llf,外来辿院時で

変化なかった．総コレステロールIIIIは入院llfl82.0

mg/dL退院時185.3mg/dLと変化なく，外米通

院時217.3mg/dLとf『意に上昇.した (1=-3.941,

p=0.01).HDLコレステロールil'!Iは人院llf63.3

mg/dL,退院時55.2mg/dLでｲ『意にIIRドし (t=

2.302, 1)=0.04),外来通院時62.9mg/dLと｛『意に

上昇した (I=4.130,p=0.00).空IIMII#lllilili''iは

入院時99.4mg/dL,退院時88.8mg/(ll.で有意に

低|ざし (t=2.952, I)=0.01),外来通院時112.3

mg/dLと｜部したが統計学的にはｲｲ通傾向に{Wま

った(I)=().08).

【考察】入院した心者は一時的に体!n減少する

が，心理教ffを受け退院しても，外米辿院II!にW

度体砿墹加することがIﾘlらかとなった．今後外来

でも体亜墹加を予防する指導を継統的に行うべき

だと琴えられた．

4 口腔乾燥感にmemalllineが奏功したl例

lll尻災〃々・商弧 ルli,|え．葡地 佑

|｢illl 畷太

IIW:小出柄院ド,'i神神綴科

【はじめに】商齢荷が器'I'i的災湘ﾘi見を|､ドわず口

|帷乾燥感を|些|党する猟度は商いが，いまだ治旅法

は碓立されていない．今1回l我々は，猟符なl l膝乾

燥感をl21'地し，多飲水から低Nalmﾘjiiに頼ったが，

memantill(J投与により改浮した1例を経験したの

で報;!了する．

症例は83波， ｿ)性.既il3I峡にIji発性ｲﾐ眠あり．

【現揃雌】X-2年より記鏥ﾉJ低ドを自覚した.X

年8)1，全身倦怠感を呈し,A病院で低Nalil症と

診|(I『され, 2庇入院をしたが, 1)jilklとなる災常所兇

は認められず，糀神症状評illli目的にliil ll24H,当

科紹介初I診した．経度のiig)11機能低ドをI認めたが，

生活陳'!ifはi認めず， 【他の特定される身体症状症疑

い，髭いのあるアルツハイマー病による”変認知

陳'!if (I)SM-5)】 と診断し，通院や1:,'iiifは希望さ

れず退院した．退院後，全身倦怠感がjW悠し, liil院

3急性心筋梗塞による意識障害と考えられ内科

入院となった後にリチウム中毒と判明したl例

茂木蛾論・上馬塲仲始・小泉腸大栄

県立新発l ll瓶|塊哨'i神科

【はじめに】炭酸リチウムは双極性陳11読療にお

ける第一選択薬として，広く処方されている． し

かし，炭酸リチウムは治療城と!|!倣城が近接して

いるため，定IWI的な血中濃度の測定が強く惟奨さ

れている．それでも繩々の典|klによる炭駿リチウ

ムのlil'l!淡度上昇により, !|!滋症状を呈すること

があるため，注恵が必要である．我々は，意識障審

の原lklがリチウム'l!赤であった1例を経験したの

で報告した．

症例は72股，女性． ,急性心筋仙唯を疑われ当院

内科に入院し, *,'i代・治療されたが恵I洲叩諜が進


